
主催：（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例策定検討委員会 

第３回 いわたまちづくりワークショップ 

報 告 

１ ワークショップの概要 

（仮称）磐田市協働のまちづくり基本条例策定検討委員会が主催となって、第３回 いわたまちづ

くりワークショップを開催しました。 

ワークショップには、中学生、高校生、大学生、子育て世代のパパママ、働きざかりの方々など、

幅広い世代の皆さんに、主催者である条例策定検討委員が加わり、今回はあわせて 45 名が参加。 

第３回は、「市民参加の意識を広げる」、「今回の関わりこそが“市民自治”と感じる」が目標でし

た。「対話を重ねることの必要性を考えよう！」をテーマに、これからの磐田市を描くワークを通し

て、互いのイメージを共有しながら、対話の重要性をはじめみんなで関われること（協働）を考え

てもらうことで、今回の多くの人との関わりを次に広げるとともに、少しの参加の必要性や楽しみ

を自分ごととして感じてもらいました。 

開 催 日 時：令和５年１月 26 日（木）19 時～21 時 

開 催 会 場：磐田市総合健康福祉会館ｉプラザ２階ふれあい交流室 

参加対象者：応募者 46 名（うち男性 27 名・女性 19 名） 

委員 10 名（うち男性７名・女性３名） 

２ ワークショップの流れ

 ○ 参加者を 10 グループ（１グループ５名程度）に編成 

 ○ 進行は原口佐知子ファシリテーター（ＭＵＳＵＢＩ代表、ファシリテーター普及協会認定フ

ァシリテーター、牧之原市市民ファシリテーター） 

 ○ 磐田市市民活動センターのセンター長（条例策定検討委員）からの情報提供 

「磐田市市民活動センターの役割」～活動、対話の重要性、ワークショップへの思い～ 

 ○ 自己紹介 

 ○ 話し合い「（ワークテーマ：これからの磐田市を描こう！）」 

 ○ 発表 

 ○ まとめ 



３ ワークショップの様子 





以降、グループの模造紙 
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４ 今後について

 ワークショップを通じて、まちづくり条例や自分の住んでいる磐田市の現状を知り、市民自治や

協働などについて学んでもらいました。また、大切なことは、“自分たちのまちを自分たちで考える

こと”、“補完し合う関係性”、“対話の積み重ね”であって、まちづくりとはその日だけの成果物で

はないことを感じてもらいました。 

この３回のワークショップを踏まえて、令和５年３月 20 日（月）13 時 30 分から第９回（仮称）

磐田市協働のまちづくり基本条例策定検討委員会を開催します。委員からはこのワークショップで

の経験や学びをもう一歩先に進めてみたいとの意見も出ており、令和６年４月の条例改正に向けて、

進め方や条例素案のまとめ方などについて検討をしていく予定です。 

事務局：磐田市地域デザイン推進室 


